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は
じ
め
に

本
論
文
は
、
女
子
英
学
塾
（
現
津
田
塾
大
学
）
の
創
設
や
発
展
を
背
景
と
し
て
大
隈
重
信
と
津
田
梅
子
の
接
点
に
つ
い
て
、
周
辺
の
人
々

の
役
割
や
大
隈
の
支
援
に
着
目
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
隈
重
信
（
一
八
三
八
～
一
九
二
二
）
は
、
政
治
家
と
し
て
、
ま
た
東
京
専
門
学
校
の
創
設
者
と
し
て
著
名
だ
が
、
女
性
教
育
の
推
進
や

女
性
の
地
位
向
上
に
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
。
そ
の
一
例
を
示
す
と
、
日
本
女
子
大
学
校
（
現
日
本
女
子
大
学
）
の
創
立
委
員
長
を
務
め

た
だ
け
で
な
く
、
東
洋
女
学
校
（
現
東
洋
女
子
高
等
学
校
）
や
明
治
女
学
校
の
創
設
に
も
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
教
育
の
普
及
と
女

性
の
地
位
向
上
に
つ
い
て
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
女
性
の
意
識
改
革
を
促
し
、
女
性
教
育
に
対
す
る
世
間
の
理
解
を
得
よ
う
と
し

た
。
さ
ら
に
、
矢
島
楫
子
を
は
じ
め
、
広
岡
浅
子
、
吉
岡
弥
生
な
ど
、
多
く
の
女
性
運
動
家
や
教
育
者
を
応
援
し
た
。
津
田
梅
子
も
大
隈

〔
論
文
〕

大
隈
重
信
と
津
田
梅
子
の
接
点
に
関
す
る
考
察

─
─
周
辺
の
人
々
と
大
隈
の
支
援
に
着
目
し
て
─
─

マ
マ
ト
ク
ロ
ヴ
ァ　

ニ
ル
フ
ァ
ル
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の
応
援
を
仰
い
だ
一
人
で
あ
っ
た
。

一
方
の
津
田
梅
子
（
一
八
六
四
～
一
九
二
九
）
は
、
周
知
の
よ
う
に
一
九
〇
〇
年
に
女
子
英
学
塾
を
創
設
し
、
女
性
の
高
等
教
育
の
分
野

を
開
拓
し
た
。
そ
の
後
、
女
子
英
学
塾
は
一
九
〇
四
年
に
専
門
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、
以
来
多
く
の
有
為
な
女
性
を
社
会
に
輩
出
し
続

け
た
。
津
田
の
活
動
の
幅
は
広
く
、
日
本
の
英
語
教
育
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
女
性
の
地
位
向
上
を

目
的
と
し
た
社
会
事
業
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

大
隈
と
津
田
は
、
教
育
事
業
や
社
会
事
業
を
通
し
て
日
本
の
近
代
化
を
推
進
し
た
こ
と
に
共
通
点
が
あ
り
、
明
治
の
激
動
の
時
代
を
共

に
生
き
た
関
係
に
も
あ
る
。
そ
の
中
で
、
互
い
に
接
し
、
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
と
り
わ

け
、
大
隈
は
政
治
家
と
し
て
多
く
の
教
育
者
や
運
動
家
を
応
援
し
た
。
ま
た
、
大
隈
は
多
く
の
女
子
教
育
機
関
を
訪
問
し
、
演
説
な
ど
を

し
て
女
子
生
徒
や
創
立
者
を
励
ま
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

津
田
梅
子
は
大
隈
の
支
援
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
具
体
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
婦
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
接
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
を
見
学
、
聴
講
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
隈
を
通
し
て
政
財
界
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
も
で
き
た
。
さ
ら
に
は
、
大
隈
の
支
援
を
受
け
て
い
た
人
々
が
津
田
の
事
業
を
手
助
け
し
、
女
子
英
学
塾
で
活
動
し
た
こ
と
も

間
接
的
に
大
隈
の
後
援
者
と
し
て
の
役
割
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
論
文
は
、
大
隈
と
津
田
の
接
点
に
焦
点
を
当
て
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
会
っ
て
い
た
の
か
、
大
隈
は
津
田
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
た

の
か
を
検
討
し
、
二
人
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
次
い
で
、
大
隈
と
津
田

は
共
通
の
知
人
を
介
し
て
ど
の
よ
う
な
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
の
か
、
女
子
英
学
塾
で
は
大
隈
の
支
援
を
背
景
と
し
て
ど
の
よ
う
な
教
育
事

業
や
出
版
事
業
が
行
わ
れ
た
の
か
考
察
し
、
そ
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
を
明
確
に
し
た
い
。

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
津
田
梅
子
の
伝
記
を
中
心
に
大
隈
の
支
援
に
つ
い
て
部
分
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い（

１
）が
、
大
隈
と
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津
田
の
接
点
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
存
在
し
な
い
。
本
論
文
で
は
、
写
真
や
書
簡
な
ど
新
資
料
を
用
い
て
様
々
な
事

実
か
ら
大
隈
と
津
田
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
大
隈
と
津
田
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
大
隈
が
日
本
の
女
性
教
育

や
女
性
の
地
位
向
上
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
大
隈
の
支
援
が
津
田
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を

持
つ
か
解
明
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

一
．
岩
倉
使
節
団
と
北
海
道
開
拓
使

こ
こ
で
は
、
六
歳
の
津
田
梅
子
が
海
外
に
留
学
し
た
背
景
と
し
て
北
海
道
開
拓
使
と
岩
倉
使
節
団
を
中
心
に
考
察
し
、
そ
の
中
で
大
隈

重
信
の
役
割
や
津
田
と
の
接
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

後
に
記
す
女
子
英
学
塾
第
九
回
卒
業
式
に
お
け
る
大
隈
の
演
説
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
隈
と
津
田
の
出
会
い
は
津
田
が
六
歳
の
時

に
ア
メ
リ
カ
留
学
に
出
発
し
た
日
か
ら
始
ま
る
。
一
八
七
一
年
一
一
月
一
二
日
、
岩
倉
使
節
団
は
五
〇
余
名
の
留
学
生
を
伴
っ
て
ア
メ
リ

カ
に
出
発
し
た
。
そ
の
中
に
、
津
田
梅
子
ら
五
人
の
女
子
留
学
生
も
含
ま
れ
て
い
た
。
岩
倉
具
視
を
全
権
大
使
と
す
る
こ
の
使
節
団
に
大

隈
は
参
加
し
て
い
な
い
が
、
使
節
団
派
遣
を
提
案
し
た
の
が
大
隈
で
あ
っ
た（
２
）。
海
外
に
使
節
団
を
派
遣
す
る
こ
と
は
、
大
隈
の
師
匠
の
フ

ル
ベ
ッ
キ
（G. H
. F. V

erbeck

）
の
発
案
で
あ
り
、
大
隈
は
フ
ル
ベ
ッ
キ
か
ら
受
け
取
っ
た
意
見
書
を
岩
倉
に
提
出
し
て
い
る
。
下
記
の

演
説
か
ら
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
大
隈
は
岩
倉
使
節
団
を
見
送
る
際
に
は
、
津
田
梅
子
ら
女
子
留
学
生
と
会
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
へ
女
子
留
学
生
を
派
遣
す
る
提
案
は
、
黒
田
清
隆
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
北
海
道
開
拓
使
は
一
八
六
九
年
七
月
に
設
け
ら

れ
、
黒
田
は
一
八
七
〇
年
五
月
よ
り
開
拓
使
次
官
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
黒
田
は
、
一
八
七
一
年
一
月
に
、
開
拓
事
業
調
査
の
た
め
、
欧

米
を
視
察
す
る
が
、
欧
米
の
女
性
教
育
の
進
歩
に
驚
き
、
ま
た
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
少
弁
務
使
と
し
て
駐
在
し
て
い
た
森
有
礼
と
会
っ
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て
女
性
教
育
に
つ
い
て
議
論
し
、
女
子
留
学
生
を
派
遣
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

黒
田
は
ア
メ
リ
カ
の
農
務
局
長
ケ
プ
ロ
ン
を
顧
問
に
招
き
、
ケ
プ
ロ
ン
を
伴
っ
て
日
本
に
帰
国
す
る
。
一
八
七
一
年
九
月
九
日
に
、
ケ

プ
ロ
ン
の
来
日
を
歓
迎
す
る
宴
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
津
田
梅
子
の
留
学
に
つ
な
が
る
。
ケ
プ
ロ
ン
の
歓
迎
会
に
、
津
田
梅
子
の

父
・
津
田
仙
が
招
待
さ
れ
て
い
る
。
津
田
仙
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
農
学
者
で
ア
メ
リ
カ
に
も
渡
航
歴
が
あ
り
、
一
八
七
一
年
一
月
に
、

開
拓
使
の
嘱
託
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
歓
迎
会
に
は
参
議
で
あ
っ
た
大
隈
も
出
席
し
て
い
る
。
歓
迎
会
の
模
様
に
つ
い
て
、「
農
業
の
み

か
、
我
邦
の
女
子
教
育
に
も
一
大
刷
新
を
施
す
べ
き
を
通
論
し
、
大
隈
参
議
も
双
手
を
挙
げ
必
要
を
述
べ
た
に
相
違
な
い
」
と
記
さ
れ
て

い
る（
３
）よ
う
に
、
農
業
や
女
性
教
育
が
話
題
に
な
っ
て
お
り
、
女
性
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
に
大
隈
も
賛
同
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
歓
迎
会
は
、
津
田
仙
が
娘
を
ア
メ
リ
カ
留
学
に
応
募
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

黒
田
が
大
隈
に
宛
て
た
一
八
七
一
年
一
〇
月
四
日
付
の
次
の
書
簡
で
も
女
子
留
学
生
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る（
４
）。

　

偖
而
者
過
日
伺
出
候
女
生
徒
外
国
へ
差
出
方
云
々
は
し
き
り
に
昨
日
も
相
待
申
候
得
共
未
た
為
何
御
無
沙
汰
も
不
被
為
在
、
就
て
は
御
模
様
一
寸

伺
上
度
、
万
一
差
支
等
出
来
候
は
ゝ
偏
に
御
尽
力
奉
伏
冀
候

こ
の
よ
う
に
、
偶
然
も
重
な
り
、
女
性
教
育
に
関
心
が
高
い
人
々
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
津
田
梅
子
ら
五
人
の
女
性
が
初
め
て
海
外
留

学
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

津
田
梅
子
は
、
ア
メ
リ
カ
で
初
等
教
育
・
中
等
教
育
を
受
け
、
一
八
八
二
年
一
一
月
に
、
一
一
年
に
わ
た
る
留
学
か
ら
帰
国
し
た
。
し

か
し
、
開
拓
史
が
一
八
八
二
年
二
月
に
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い
所
管
先
の
文
部
省
は
受
け
入
れ
の
準
備
を
ま
っ
た
く
し
て
い
な
か
っ

た
。
津
田
梅
子
ら
元
女
子
留
学
生
の
活
躍
の
場
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
一
八
八
二
年
は
、
大
隈
が
一
八
八
一
年
一
〇
月

に
下
野
し
、
翌
年
の
一
〇
月
に
東
京
専
門
学
校
を
創
設
し
た
年
で
も
あ
る
。
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二
．
津
田
梅
子
の
渡
米
・
渡
欧
と
大
隈
の
支
援

そ
の
後
の
大
隈
と
津
田
の
活
動
を
概
略
す
る
と
、
津
田
は
、
帰
国
三
年
後
の
一
八
八
五
年
に
伊
藤
博
文
の
推
薦
で
華
族
女
学
校
（
現
学

習
院
女
子
大
学
）
に
教
授
補
と
し
て
就
任
し
、
よ
う
や
く
活
動
の
場
が
見
つ
か
る
。
他
方
大
隈
は
、
し
ば
ら
く
政
権
を
離
れ
た
後
、
一
八

八
八
年
二
月
に
井
上
馨
に
代
わ
っ
て
第
一
次
伊
藤
内
閣
の
外
務
卿
と
な
る
。
ま
た
津
田
は
一
八
八
九
年
九
月
に
は
、
在
官
の
ま
ま
ア
メ
リ

カ
の
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
へ
の
留
学
を
果
た
す
が
、
そ
の
時
、
大
隈
は
黒
田
内
閣
の
外
務
大
臣
で
あ
っ
た
。
津
田
は
、
一
八
九
二
年
に
ア
メ

リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
後
も
、
華
族
女
学
校
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
、
一
八
九
八
年
五
月
か
ら
は
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現
お
茶
の
水
女
子

大
学
）
教
授
も
兼
任
し
て
い
る
。
大
隈
は
一
八
八
九
年
一
〇
月
に
爆
弾
に
よ
る
襲
撃
を
受
け
て
外
務
大
臣
を
辞
任
し
て
い
る
が
、
一
八

九
六
年
九
月
に
第
二
次
松
方
内
閣
の
外
務
大
臣
と
し
て
再
入
閣
し
て
い
る
。

一
八
九
八
年
五
月
に
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
市
で
開
か
れ
る
万
国
婦
人
連
合
会
大
会
に
日
本
の
女
性
代
表
を
派
遣
す
る

話
が
持
ち
上
が
る
。
第
一
次
大
隈
内
閣
が
成
立
す
る
約
一
ヶ
月
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
隈
外
相
は
伊
藤
首
相
と
相
談
し
、
そ
の
結
果
代

表
と
し
て
津
田
梅
子
と
、
同
じ
く
華
族
女
学
校
教
員
の
渡
辺
筆
子
が
選
ば
れ
る
。
津
田
は
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
後
は
、
大
隈
の
応
援

も
あ
っ
て
一
一
月
か
ら
イ
ギ
リ
ス
も
訪
問
し
て
い
る
。
次
に
、
そ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

日
本
を
訪
れ
て
い
た
、
ア
メ
リ
カ
の
婦
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（

５
）副
会
長
ブ
リ
ー
ド
夫
人
（A

. I. Breed

）
が
大
隈
を
訪
問
し
、
一
八
九
八
年

六
月
末
に
デ
ン
バ
ー
市
で
開
か
れ
る
予
定
の
同
連
合
会
第
四
回
大
会
に
日
本
女
性
の
参
加
を
要
請
し
た
。
大
隈
は
こ
の
話
を
喜
び
、
伊
藤

と
文
部
大
臣
外
山
正
一
に
相
談
し
た
結
果
、
津
田
梅
子
と
渡
辺
筆
子
の
二
人
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
津
田
と
渡
辺
は
六
月
三
日

に
ア
メ
リ
カ
に
出
発
し
て
い
る
が
、
渡
辺
の
日
記
に
よ
る
と
、
そ
の
前
日
に
外
山
文
部
大
臣
と
大
隈
邸
に
挨
拶
に
行
っ
て
い
る
。
渡
辺
は
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「
伯
爵
に
は
御
夫
人
御
緒
共
か
に
か
く
と
後
の
事
迄
も
御
心
添
へ
あ
り
け
り
」
と
記
し
、
綾
子
夫
人
が
帰
国
後
の
こ
と
ま
で
配
慮
し
た
こ

と
を
書
き
残
し
て
い
る（
６
）。
三
日
の
朝
に
は
、
挨
拶
の
た
め
伊
藤
邸
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
津
田
と
渡
辺
は
予
定
通
り
大
会
に
参
加
し
、
三
、〇
〇
〇
人
の
聴
衆
の
前
で
、
英
語
で
立
派
な
ス
ピ
ー
チ
を
述
べ
て
日

本
代
表
の
役
割
を
果
た
し
た
。
津
田
は
、
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
こ
の
大
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
隈
伯
と
そ
の
夫
人
の
理
解

と
援
助
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る（
７
）。
ま
た
、
綾
子
夫
人
が
当
婦
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
名
誉
会
員
に
な
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。

大
会
終
了
後
は
、
津
田
と
渡
辺
は
女
性
教
育
の
視
察
を
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
各
地
を
訪
れ
て
い
る
。
津
田
は
、
多
く
の
知
人
と
再

会
し
、
一
八
歳
の
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
に
も
面
会
し
て
い
る
。
渡
辺
筆
子
は
福
祉
施
設
の
視
察
も
行
い
、
後
に
滝
乃
川
学
園
の
第
二
代
学
園
長

に
就
任
し
て
福
祉
事
業
に
尽
力
し
て
い
る
。

続
い
て
、
一
八
九
八
年
七
月
か
ら
は
津
田
と
渡
辺
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
の
話
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
東
京
の
英
国
キ
リ
ス
ト

教
会
監
督
オ
ー
ド
リ
ー
夫
人
（B. W

. A
urdry
）
が
考
え
た
企
画
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ド
リ
ー
夫
人
に
、
津
田
と
渡
辺
を
イ
ギ
リ
ス
に
招
き
、

本
国
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
二
人
の
よ
う
な
女
性
が
日
本
に
も
い
る
こ
と
を
本
国
に
伝
え
た
い
狙
い
が
あ
っ
た
。
オ
ー
ド
リ
ー
夫
人

は
、
そ
の
話
を
当
時
の
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
（E. M

. Satow

）
に
持
ち
込
み
、
サ
ト
ウ
公
使
は
大
隈
に
相
談
す
る
。

そ
し
て
、
オ
ー
ド
リ
ー
夫
人
は
イ
ギ
リ
ス
に
い
る
友
人
ら
に
頼
み
、
駐
英
公
使
加
藤
高
明
を
介
し
て
招
待
状
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
招
待

状
に
は
、
著
名
な
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
一
八
人
が
名
を
連
ね
て
い
た
。

こ
の
一
連
の
や
り
取
り
は
、
外
務
省
記
録
に
詳
し
く
残
さ
れ
て
い
る（

８
）。
こ
の
時
、
大
隈
は
首
相
と
外
務
大
臣
を
兼
任
し
て
い
た
。
こ
の
案

件
に
つ
い
て
、
大
隈
と
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
駐
在
公
使
、
在
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
な
ど
複
数
の
関
係
者
が
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
大
隈
が
津
田
と
渡
辺
の
渡
英
を
全
力
で
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
、
渡
航
費
に
関
し
て
、
誰
が
負
担
す
る
か
に

つ
い
て
在
米
中
川
臨
時
代
理
公
使
か
ら
大
隈
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
次
に
示
す
電
信
（
図
１
）
で
大
隈
は
「
政
府
は
負
担
し
な
い
が
、
私
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自
身
が
旅
費
と
し
て
二
、〇
〇
〇
円
を
送
金
す
る
」
と
返
信
し
て
い
る（
９
）。
ま
た
、「
皇
后
も
一
、〇
〇
〇
円
ほ
ど
出
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と

添
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
英
国
公
使
宛
の
電
信
（
図
2
）
で
も
「
小
鹿
島（

（1
（

と
津
田
の
旅
費
と
し
て
私
が
個
人
的
に
寄
付
し
た
二
、〇
〇
〇
円

を
電
報
で
送
る
」
と
伝
え
て
い
る（

（1
（

。
津
田
梅
子
の
伝
記
で
は
、「
そ
の
お
金
は
多
分
宮
内
省
の
機
密
費
で
あ
ろ
う
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る（

（1
（

が
、
実
際
は
大
隈
が
個
人
で
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

大
隈
の
英
文
の
電
信
。「
米
国
婦
人
倶
楽
部
連
合
会
大
会
開
設
二
付
津
田
梅
子
外
一
名
参
列
之
件
（
附
英
国
ノ
応
招
之
件
）」（
外
務
省
外
交
史
料
館

所
蔵
）
よ
り
抜
粋
。

図 1　在米臨時代理公使中川宛て

図 ２　在英公使加藤高明宛て
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滞
在
費
は
受
け
入
れ
側
の
女
性
た
ち
も
一
部
を
負
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
津
田
仙
が
サ
ト
ウ
駐
日
公
使
を
訪
問
し
、
娘
の
イ
ギ
リ
ス
訪

問
や
そ
の
旅
費
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
津
田
は
華
族
女
学
校
を
翌
年
の
九
月
ま
で
休
職
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
も
大
隈
が
宮
内
省
と
交
渉
し
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
多
く
の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
津
田
梅
子
の
イ
ギ
リ
ス
の
旅
が
可
能
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
津
田
は
、
一
一
月
五
日
に
イ
ギ
リ
ス
に
向
か
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
発
し
た
。
な
お
、
渡
辺
筆
子
は
病
気
を
理
由
に
辞
退

し
て
い
る
。

津
田
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
半
年
ほ
ど
滞
在
し
、
数
多
く
の
教
育
機
関
を
視
察
し
た
。
短
期
間
で
は
あ
る
が
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
や
チ
ェ
ル
ト
ナ
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
、
セ
ン
ト
・
ヒ
ル
ダ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
で
は
一
学
期
の
間
滞
在
し
て
文
学
・
倫
理
・
歴
史
な
ど
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
る
。
ミ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ズ
（E. P. H

ughes

）
や
ミ
ス
・

ビ
ー
ル
（D

orothea Beale

）
な
ど
、
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
教
育
者
と
会
っ
て
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
後
に
女
子
英
学

塾
で
教
鞭
を
と
っ
た
安
井
て
つ
と
も
会
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ク
の
大
主
教
や
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
よ
う
な
人
々
と
面
会
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
、
大
い
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
。

津
田
の
渡
米
・
渡
欧
の
旅
は
、
女
子
英
学
塾
を
創
設
す
る
約
一
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
女
子
英
学
塾
を
金
銭
的
に

支
え
た
メ
ア
リ
・
モ
リ
ス
（M

rs. M
orris M

ary

）
や
後
に
同
校
で
長
く
教
鞭
を
と
っ
た
ア
ナ
・
ハ
ー
ツ
ホ
ン
（A

. C. H
artshorne

）、
創

設
時
に
来
日
し
初
期
の
女
子
英
学
塾
を
助
け
た
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
（A

lice Bacon

）
と
会
っ
て
お
り
、
私
塾
を
創
設
す
る
た
め
に
協
力

を
要
請
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
後
に
協
力
者
と
な
っ
た
新
渡
戸
夫
妻
や
河
井
道
、
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
学
長
の
ケ
ア
リ
・
ト
マ
ス
（M

. C. 

T
hom

as

）
に
も
会
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
多
く
の
教
育
機
関
を
視
察
し
、
講
義
を
聴
講
し
て
、
学
校
創
り
の
参
考
に
す
る
と
と

も
に
女
性
の
高
等
教
育
の
必
要
性
を
再
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
一
年
に
わ
た
る
旅
は
、
津
田
の
学
校
を
創
設
す
る
夢
が
具
体
化
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
を
支
援
し
た
大
隈
は
、
海
外
の
事
情
に
精
通
し
て
お
り
、
津
田
梅
子
ら
日
本
の
代
表
的
な
女
性
教
育
者
が
、
欧
米
の
女
性
教
育
や

女
性
問
題
に
か
か
わ
る
経
験
を
す
る
こ
と
に
価
値
を
見
出
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
津
田
梅
子
ら
の
こ
の
経
験
の
効
果
を
見
込
ん
で
の
判
断

で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
す
る
。

三
．
女
子
英
学
塾
創
設
と
大
隈
の
演
説

津
田
梅
子
は
、
一
九
〇
〇
年
七
月
に
華
族
女
学
校
、
女
子
高
等
師
範
学
校
を
辞
職
し
、
女
子
英
学
塾
を
創
設
し
た
。
大
隈
は
、
ち
ょ
う

ど
日
本
女
子
大
学
校
の
創
立
に
か
か
わ
っ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
津
田
は
、
政
財
界
の
援
助
を
一
切
受
け
ず
に
自
ら
の
理
想
の
学
校
を
創

設
し
た
か
っ
た
た
め
、
そ
の
援
助
者
に
は
大
隈
や
渋
沢
栄
一
の
よ
う
な
政
財
界
の
人
々
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
津
田
の
協
力
者

の
中
に
は
巌
本
善
治
（
一
八
六
三
～
一
九
四
二
）
や
桜
井
彦
一
郎
（
一
八
七
二
～
一
九
二
九
）
な
ど
大
隈
の
支
援
を
受
け
て
い
た
人
々
が
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
し
、
こ
こ
で
は
大
隈
の
女
子
英
学
塾
で
行
っ
た
演
説
に
絞
っ
て
考
察
す
る
。

大
隈
は
、
女
子
英
学
塾
の
節
目
で
も
あ
る
、
第
一
回
卒
業
式
、
さ
ら
に
第
九
回
卒
業
式
兼
創
立
十
周
年
記
念
式
に
同
校
を
訪
れ
、
演
説

を
し
て
い
る
。

一
九
〇
三
年
四
月
二
日
の
第
一
回
卒
業
式
で
は
、「
教
育
あ
る
現
代
女
子
の
覚
悟
に
つ
い
て
」
の
題
名
で
講
演
を
し
て
い
る（

（1
（

。
津
田
は
、

こ
の
初
め
て
の
卒
業
式
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
養
母
の
ア
デ
ラ
イ
ン
・
ラ
ン
マ
ン
（A

deline Lanm
an

）
に
報
告
し
、「
尊
敬
す
る
政
治

家
の
一
人
、
大
隈
伯
に
演
説
を
依
頼
し
た
」
と
書
き
送
っ
て
い
る（

（1
（

。

次
の
一
九
一
一
年
三
月
二
八
日
の
第
九
回
卒
業
式
兼
創
立
十
周
年
記
念
式
に
は
、
渋
沢
栄
一
も
同
伴
し
、
二
人
で
祝
賀
講
演
を
行
っ
て

い
る
。
や
や
長
い
が
、
大
隈
の
演
説
の
内
容
の
一
部
を
掲
載
す
る（

（1
（

。
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今
日
は
津
田
さ
ん
が
経
営
し
て
お
出
で
に
な
る
此
塾
が
、
十
年
間
に
竹
の
子
の
皮
を
剥
く
や
う
に
、
め
き
め
き
と
大
き
く
成
長
し
た
と
の
報
告
を

受
け
て
私
は
実
に
喜
ぶ
に
堪
え
ぬ
。
皆
さ
ん
も
さ
ぞ
、
お
嬉
し
い
事
だ
ろ
う
と
思
ふ
。
種
々
の
辛
苦
を
経
て
成
り
立
た
学
校
は
将
来
発
達
す
る
と
信

じ
る
。
私
は
津
田
先
生
に
は
四
十
年
前
先
生
が
七
八
つ
の
時
お
目
に
か
か
つ
た
。
津
田
先
生
、
大
山
夫
人
、
瓜
生
夫
人
、
此
お
三
方
が
日
本
の
御

婦
人
と
し
て
日
本
と
云
ふ
島
以
外
に
踏
み
出
し
て
、
日
本
の
将
来
に
尽
さ
う
と
さ
れ
た
。
当
時
は
昔
の
お
大
名
た
ち
が
、
陛
下
に
大
成
を
お
返
し

申
し
た
其
年
末
の
こ
と
だ
、
小
さ
い
譲
さ
ん
等
が
、
た
つ
た
三
人
所
謂
万
里
の
波
濤
を
踏
み
越
え
て
、
男
子
に
負
け
ず
、
出
か
け
ら
れ
た
。
ア
メ
リ

カ
へ
。
英
語
の
国
ア
ン
グ
ロ
サ
キ
ソ
ン
の
精
神
が
含
ま
れ
て
る
言
葉
の
国
だ
。
ア
ン
グ
ロ
サ
キ
ソ
ン
精
神
と
大
和
魂
と
は
似
た
よ
う
な
も
の
だ
。
諸

君
、
英
語
を
学
ぶ
人
が
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
だ
。
維
新
以
来
の
改
革
は
重
に
英
語
か
ら
導
か
れ
た
。
欧
州
の
文
明
を
日
本
に
採
用
し
て
政
治
な

り
、
法
律
な
り
に
適
用
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
日
本
の
精
神
と
ア
ン
グ
ロ
サ
キ
ソ
ン
の
と
が
結
び
つ
い
て
今
日
の
日
本
の
文
明
が
出
来
た
の
だ
。
だ

か
ら
私
は
皆
さ
ん
の
英
語
を
学
ぶ
と
云
ふ
事
が
気
に
入
つ
た
。
最
早
世
界
は
英
語
の
世
界
だ
、
ア
メ
リ
カ
一
億
萬
人
の
人
口
を
加
へ
て
計
算
す
る
と

世
界
の
三
分
の
一
は
英
語
圏
だ
、
世
界
的
に
な
る
日
本
に
は
英
語
は
非
常
に
必
要
だ
。
昔
は
女
は
人
格
を
持
た
な
か
つ
た
、
否
、
持
た
せ
な
か
つ

た
。
全
体
、
国
は
男
と
女
と
で
組
織
す
る
も
の
だ
。
男
は
横
糸
で
女
は
縦
糸
の
よ
う
な
も
の
だ
、
片
一
方
な
く
て
は
織
物
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
始

め
て
家
と
云
ふ
も
の
が
有
意
義
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
隈
は
女
子
英
学
塾
の
一
〇
年
間
の
成
長
を
喜
び
、
将
来
の
発
展
へ
の
期
待
も
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
津
田
と
の
出
会

い
に
も
触
れ
、「
男
子
に
負
け
ず
」
海
外
へ
留
学
し
た
こ
と
を
称
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
精
神
、
英
語
圏
の
日
本

へ
の
影
響
、
英
語
が
世
界
的
な
言
語
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
国
や
「
家
」
は
男
女
で
組
織
す
る
も
の
だ
と
し
て
女
性

の
役
割
も
強
調
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
隈
は
、
二
度
ほ
ど
同
校
を
訪
れ
祝
賀
演
説
を
行
っ
て
い
る
が
、
一
度
目
は
高
等
教
育
を
受
け
た
女
性
の
役
割
を
強

調
し
、
二
度
目
は
津
田
と
の
出
会
い
や
英
語
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
大
隈
の
よ
う
な
影
響
力
が
あ
る
政
治
家
が
演
説
を
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行
う
こ
と
は
、
女
子
生
徒
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
卒
業
生
は
社
会
に
出
る
一
歩
前
の
こ
と
で
あ

り
、
自
ら
の
役
目
や
責
任
を
自
覚
す
る
機
会
に
も
な
っ
た
と
考
え
る
。

な
お
、
大
隈
は
、
た
び
た
び
女
学
校
や
女
子
専
門
学
校
を
訪
れ
、
卒
業
式
な
ど
で
演
説
を
し
て
い
る
。
日
本
女
子
大
学
校
は
頻
繁
に
訪

問
し
て
い
た
が
、
そ
の
他
に
も
女
子
英
学
塾
、
東
京
女
医
学
校
（
現
東
京
女
子
医
科
大
学
）、
女
子
美
術
学
校
（
現
女
子
美
術
大
学
）、
女
子
学

院
、
三
輪
田
高
等
女
学
校
（
現
三
輪
田
学
園
）
な
ど
で
演
説
を
し
て
女
子
生
徒
を
励
ま
し
、
創
立
者
を
応
援
し
た
。
一
九
一
一
年
三
月
だ

け
で
も
、
女
子
英
学
塾
の
他
に
、
雙
葉
高
等
女
学
校
（
現
雙
葉
学
園
）、
女
子
学
院
の
卒
業
式
で
も
演
説
を
し
て
い
る（

（1
（

。

四
．
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会
発
会
式

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会
（Y

W
CA

）
は
、
一
九
〇
五
年
一
〇
月
に
設
立
さ
れ
、
初
期
の
中
央
委
員
会
委
員
に
津
田
梅

子
や
、
女
子
英
学
塾
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
河
井
道
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
設
立
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
翌
月
に
は
、
東
京Y

W
CA

が
設
置
さ
れ
、
津
田
梅
子
が
会
長
に
選
ば
れ
る
。
一
九
〇
五
年
一
一
月
二
五
日
に
は
、
発
会
式
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
会
場
と
し
て
大
隈

は
自
邸
を
提
供
す
る
形
で
こ
の
組
織
の
成
立
を
応
援
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
述
べ
る
。

東
京Y

W
CA

の
発
会
式
が
大
隈
邸
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
日
本
にY

W
CA

を
組
織
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
、

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（Caroline M

acdonald

）
の
伝
記
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

菊
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
大
隈
重
信
の
大
邸
宅
の
庭
に
、
招
待
客
とY

W
CA

の
設
立
に
関
与
し
た
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。
日
本
の
政
治
家
の
大

長
老
、
前
総
理
大
臣
、
早
稲
田
大
学
の
創
設
者
で
あ
る
大
隈
は
自
由
主
義
者
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
寛
容
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
、
津
田
梅
、
河

井
道
が
大
隈
に
助
力
を
求
め
た
と
き
、
彼
は
こ
の
園
遊
会
の
主
人
役
を
務
め
る
こ
と
を
喜
ん
で
引
き
受
け
、
彼
自
身
が
客
を
迎
え
る
こ
と
に
も
賛
成
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し
た
。
残
念
な
が
ら
病
気
の
た
め
に
彼
は
そ
の
役
目
を
果
た
せ
ず
、
祝
辞
を
送
る
だ
け
に
な
っ
た
の
で
、
津
田
梅
が
八
百
人
を
越
え
る
客
を
迎

え
た
。

以
上
の
記
述
か
ら
津
田
梅
子
ら
がY

W
CA

の
設
立
に
対
し
て
大
隈
に
援
助
を
求
め
た
時
、
大
隈
は
快
く
引
き
受
け
て
い
る
様
子
や
大

隈
自
身
は
病
気
で
欠
席
し
た
こ
と
、
発
会
式
は
八
〇
〇
人
以
上
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
朝
日
新
聞
は
、
当
日
の
式

次
第
を
次
の
よ
う
に
報
じ
た（

（1
（

。

東
京
基
督
教
女
子
青
年
会　

本
日
午
後
一
時
、
大
隈
伯
爵
邸
内
に
於
て
発
会
式
を
挙
ぐ 

次
第
左
の
如
し

祈
祷 

△
開
会
の
辞
、
津
田
梅
子 
△
挨
拶
、
矢
島
揖
子 

△
同
、
ミ
ス
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

△
基
督
教
女
子
青
年
会
に
就
て
、
元
田
作
之
進 

△
演
説
弁
士 

伯
爵
大
隈
重
信
、
江
原
素
六
、
成
瀬
仁
蔵
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

以
上
の
流
れ
で
発
会
式
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
津
田
は
下
記
の
「
開
会
の
辞
」
で
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
の
進
歩
に
触
れ
、
女
子
学
生

を
保
護
す
る
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会
の
役
割
を
次
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。

世
界
の
列
強
の
中
に
加
は
つ
た
今
日
、
我
国
民
の
半
数
を
占
む
る
婦
人
は
最
も
そ
の
地
位
を
高
め
、
ま
す
ま
す
各
方
面
に
向
つ
て
進
歩
す
る
様
に
謀

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
節
と
な
り
ま
し
て
（
中
略
＝
引
用
者
）

教
育
に
ま
す
ま
す
普
及
し
、
ま
す
ま
す
進
歩
す
る
に
連
れ
て
、
女
子
の
学
生
は
盛
ん
に
都
会
に
集
つ
て
参
る
此
時
節
に
女
学
生
を
保
護
し
、
慰
め
行

く
こ
の
会
の
事
業
は
、
実
に
目
下
の
急
務
で
ご
ざ
い
ま
し
て
（
後
略
＝
引
用
者
）。

一
方
、
病
気
で
欠
席
し
た
大
隈
は
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た（

（2
（

。
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今
日
斯
う
云
ふ
結
構
な
御
催
し
を
以
て
此
庭
園
に
斯
く
御
集
り
下
さ
い
ま
し
た
の
に
、
不
幸
に
し
て
二
三
日
以
前
か
ら
病
気
に
罹
り
、
唯
今
も
矢
張

り
床
に
居
る
有
様
で
あ
り
ま
す
。
甚
だ
遺
憾
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
此
処
で
皆
さ
ん
に
御
目
に
懸
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ぬ
。
併
し
此
回
が
組
織
に
な

り
ま
し
て
、
ま
た
公
の
集
ま
り
で
も
あ
り
或
は
演
説
会
で
も
あ
る
場
合
に
機
会
を
得
た
な
ら
ば
、
皆
さ
ん
に
御
目
に
懸
つ
て
御
話
し
申
す
所
が
あ
り

ま
せ
う
。（
桜
井
氏
代
述
）

こ
の
よ
う
に
、
大
隈
は
欠
席
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
組
織
を
結
成
し
た
こ
と
で
次
回
以
降
の
集
会
な
ど
へ
の
出
席
を
切
望
し
て
い

る
。
大
隈
は
、
キ
リ
ス
ト
教
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
長
崎
で
師
事
し
て
い
た
フ
ル
ベ
ッ
キ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
知
識
を
得
て
お
り
、
キ
リ

ス
ト
教
の
倫
理
面
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
団
体
の
支
援
も
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青

年
会
の
場
合
は
、
女
性
の
支
援
や
保
護
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
た
め
、
大
隈
は
そ
の
必
要
性
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
女
子
英
学
塾
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会
は
一
九
〇
七
年
二
月
に
発
足
し
、
同
校
の
生
徒
や
卒
業
生
に
就
職
や
社
会
事
業
に
参
加

す
る
機
会
を
も
た
ら
し
た
。

五
．
大
隈
と
津
田
の
交
流

大
隈
と
津
田
の
個
人
間
の
交
流
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
歴
史
館
所
蔵
の
二
枚
の
写
真
と
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

の
津
田
が
大
隈
に
宛
て
た
二
通
の
書
簡
が
存
在
す
る
。

以
下
の
写
真
は
大
隈
邸
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
婦
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
代
表
者
ブ
ラ
ッ
ト
ナ
ー

夫
人
（M

rs. Blattner

）
が
来
訪
し
た
日
で
あ
っ
た
。『
読
売
新
聞
』
一
九
一
二
年
一
一
月
三
日
朝
刊（

（2
（

に
よ
る
と
、
こ
の
日
は
「
日
米
両
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国
ゝ
旗
の
交
換
」
が
行
わ
れ
、
綾
子
夫
人
に
日
本
女
性
の
代
表
者
と
し
て
ア
メ

リ
カ
の
国
旗
が
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
の
儀
式
は
、「
国
の
大
喪
中
の
為
め
」
非
公

式
に
挙
行
さ
れ
た
が
、
ブ
ラ
ッ
ト
ナ
ー
夫
人
は
、「
全
会
員
八
十
万
人
を
代
表

し
て
国
旗
を
贈
呈
」
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
綾
子
夫
人
は
既
述
の
よ
う
に
、
同

連
合
会
の
名
誉
会
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
津
田
梅
子
は
一
八
九
八
年
六
月
の
同

連
合
会
の
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
も
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ト
ナ
ー
夫
人
は
、
こ
の
日
の
演
説
の
中
で
、
香
港
で
開
か
れ
た
婦

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
大
会
に
つ
い
て
報
告
し
、「
綾
子
夫
人
を
代
表
し
て
出
席
し

た
安
孫
子
夫
人
」
の
尽
力
を
称
え
た
。
安
孫
子
夫
人
と
は
津
田
梅
子
の
妹
・
余

奈
子
の
こ
と
で
、
一
九
〇
九
年
に
安
孫
子
久
太
郎
と
結
婚
し
、
渡
米
し
て
い

た
。
余
奈
子
は
一
九
一
二
年
に
香
港
女
子
青
年
会
の
設
立
に
奔
走
し
て
お
り
、

婦
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
大
会
に
も
出
席
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ト
ナ
ー
夫
人
は
、「
一
般
の
日
本
婦
人
も
旧
慣
の
ま
ゝ
長
く

家
庭
に
の
み
捉
は
れ
ず
、
家
庭
に
尽
く
す
と
同
様
、
社
会
に
も
力
を
尽
く
す
べ

き
」
と
述
べ
、
日
本
人
女
性
の
社
会
に
お
け
る
役
割
が
変
化
す
べ
き
こ
と
を
強

調
し
た
。
式
典
が
終
わ
っ
た
後
、「
広
庭
で
記
念
写
真
」
が
撮
影
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
が
以
下
に
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
写
真
に
は
当
日
贈
ら
れ
た
ブ
ー

ケ
も
写
っ
て
い
る
。

1912年11月 ２ 日、大隈邸。左の写真、一列目左端から津田梅子、新渡戸まり子、ブラット
ナー令嬢、大隈重信、ブラットナー夫人、綾子夫人、ケネディ夫人、大隈光子、宮岡夫人、
岡田夫人。
二列目左から執行弘道、大隈信常、新渡戸稲造、塩沢昌貞、桜井彦一郎、宮岡恒次郎、�
岡田和一郎。後列がジョン・ラッセル・ケネディ。
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会
う
機
会
が
幾
度
か
あ
っ
た
大
隈
と
津
田
だ
が
、
管
見

の
限
り
で
は
、
残
さ
れ
て
い
る
写
真
は
こ
れ
の
み
で
あ

る
。
以
下
の
一
九
一
二
年
一
二
月
二
日
付
の
大
隈
宛
て
の

書
簡
で
、
津
田
は
、
米
国
か
ら
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
ナ
ー
夫

人
」（

（2
（

一
行
の
来
客
の
際
に
自
身
も
呼
ば
れ
た
こ
と
や
後

日
写
真
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

陳
者
先
般
米
国
ブ
ラ
ツ
ク
ナ
ー
夫
人
御
招
待
に
際
し
私
迄

も
御
招
き
を
頂
き
末
席
に
例
す
る
の
は
栄
を
蒙
り
御
懇
篤

な
る
御
饗
応
に
預
り
候
段
、
千
万
忝
く
感
謝
此
事
に
奉
存

候
。
早
速
拝
趨
御
御
礼
可
申
上
存
居
候
処
、
病
気
の
為
め

外
出
仕
兼
ね
心
外
に
御
無
沙
汰
申
上
居
候
。
然
る
処
昨
日

は
又
結
好
な
る
御
写
真
御
恵
贈
に
預
り
、
難
有
永
く
当
日

の
好
記
念
と
仕
候
。
重
ね
―
御
懇
情
の
思
召
身
に
余
る
光

栄
と
深
く
奉
感
謝
候
。

大
隈
と
津
田
個
人
の
交
流
の
他
に
、
早
稲
田
大
学
と
女

子
英
学
塾
の
交
流
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
六
年
一
一
月
九

日
、
女
子
英
学
塾
の
各
教
員
お
よ
び
生
徒
数
名
が
、
観
菊

1912年12月 ２ 日付　津田梅子書簡、大隈重信・綾子宛。
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の
た
め
大
隈
邸
を
訪
れ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
関
係
者
が
女
子
英
学
塾
で
講
演
を
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
例
を
示

す
と
、
一
九
一
四
年
三
月
二
八
日
、
第
一
二
回
卒
業
式
に
浮
田
和
民
が
「
新
時
代
に
処
す
る
婦
人
の
覚
悟
」
に
つ
い
て
、
一
九
一
六
年
二

月
一
一
日
、
安
部
磯
雄
が
「
社
会
の
要
求
と
個
人
の
発
達
」
に
つ
い
て
、
一
九
一
六
年
三
月
二
九
日
、
第
一
四
回
卒
業
式
で
高
田
早
苗
、

一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
に
、
朝
河
貫
一
、
六
月
二
五
日
に
、
佐
藤
巧
一
、
一
九
一
五
年
四
月
一
三
日
お
よ
び
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
四

日
に
は
、
中
桐
確
太
郎
が
講
演
を
し
て
い
る
。
中
桐
確
太
郎
は
一
九
一
五
年
よ
り
女
子
英
学
塾
の
幹
事
、
そ
の
後
は
理
事
も
務
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
大
隈
講
堂
の
設
計
に
当
た
っ
た
早
稲
田
大
学
教
授
の
佐
藤
巧
一
は
、
女
子
英
学
塾
の
小
平
校
舎
（
後
の
ハ
ー
ツ
ホ
ン
ホ
ー
ル
）

の
設
計
も
担
当
し
て
い
る
。

六
．
津
田
梅
子
の
周
辺
の
人
々
と
大
隈
の
役
割

津
田
梅
子
は
女
子
英
学
塾
を
創
設
す
る
ま
で
に
、
広
い
人
脈
を
作
っ
て
お
り
、
私
塾
創
設
時
に
そ
の
人
々
の
協
力
を
得
て
い
る
。
創
設

時
の
協
力
者
を
み
る
と
、
巌
本
善
治
、
桜
井
彦
一
郎
、
上
野
英
三
郎
な
ど
、
津
田
梅
子
の
父
・
仙
と
関
係
を
も
つ
人
々
が
多
い
。
女
子
英

学
塾
創
立
後
も
桜
井
は
同
校
の
講
師
や
幹
事
を
務
め
、
巌
本
は
課
外
講
義
を
担
当
し
た
。
さ
ら
に
二
人
は
、
一
九
〇
四
年
の
社
団
法
人
設

立
の
際
に
は
社
員
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
一
方
、
巌
本
と
桜
井
は
、
大
隈
の
応
援
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
後
述
の
大
隈
の
著
書
『
開
国
五
十
年

史
』
の
出
版
に
尽
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
津
田
仙
と
大
隈
の
交
流
も
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
人
物
像
や
結
び
つ
き

な
ど
を
確
認
し
、
後
援
者
と
し
て
の
大
隈
の
役
割
を
明
確
に
し
た
い
。

津
田
仙
（
一
八
三
七
～
一
九
〇
八
）
は
、
下
総
国
佐
倉
藩
の
堀
田
氏
の
家
臣
小
島
良
親
（
善
右
衛
門
）
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
一
八
五
七

年
に
江
戸
に
出
て
、
手
塚
律
蔵
の
私
塾
又
新
堂
で
蘭
学
と
英
語
を
学
び
、
一
八
六
一
年
に
は
外
国
奉
行
通
弁
役
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
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一
八
六
七
年
、
津
田
仙
は
、
福
沢
諭
吉
ら
と
と
も
に
幕
府
の
ア
メ
リ
カ
派
遣
団
に
通
訳
と
し
て
随
行
し
て
半
年
ほ
ど
滞
在
し
、
こ
の
間
農

業
や
女
性
教
育
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
先
述
し
た
よ
う
に
、
一
八
七
一
年
に
北
海
道
開
拓
使
の
嘱
託
に
な
っ
て
い
た
。
上

述
の
ケ
プ
ロ
ン
の
歓
迎
会
に
民
間
人
か
ら
仙
の
み
招
か
れ
て
い
る
が
、
仙
は
、
麻
布
本
町
で
農
園
を
持
っ
て
お
り
、
農
業
の
知
識
も
、
英

語
力
も
備
わ
っ
て
い
た
。

津
田
仙
は
、
一
八
七
三
年
五
月
に
、
大
隈
が
事
務
局
総
裁
を
務
め
た
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
書
記
官
と
し
て
随
行
し
て
い
る
。
こ
れ

は
明
治
政
府
が
公
式
に
参
加
し
た
初
め
て
の
博
覧
会
で
あ
っ
た
。
大
隈
は
政
府
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
出
国
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
副
総
裁

の
佐
野
常
民
が
現
地
に
赴
い
て
い
る
。
仙
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
ホ
イ
ブ
レ
ン
ク
（D

aniel H
ooibrenk

）
か
ら
農
業
の
指
導
を
受
け
、
帰
国
後

は
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
『
農
業
三
事
』（
稿
本
）
と
上
申
書
「
農
業
三
事
を
奉
る
書
」
を
大
隈
に
提
出
し
て
い
る（

（2
（

。『
農
業
三
事
』
は
上

下
二
巻
、
一
八
七
四
年
五
月
に
東
京
と
大
阪
で
刊
行
さ
れ
た
。

津
田
仙
は
、
一
八
七
六
年
に
は
、
学
農
社
農
学
校
を
創
立
し
て
い
る
。
学
農
社
農
学
校
は
、
一
八
八
四
年
に
閉
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

八
年
し
か
存
続
し
な
か
っ
た
が
、
慶
応
義
塾
と
並
ぶ
四
大
私
立
学
校
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た（

（2
（

。
同
校
は
、
巌
本
善
治
や
田
中
宏
、
豊
永
真

里
、
三
田
義
正
な
ど
、
多
く
の
有
能
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
津
田
仙
は
農
業
雑
誌
の
出
版
や
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
設
立
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
新
島
襄
、
中
村
正
直
と

と
も
に
「
キ
リ
ス
ト
教
界
の
参
傑
」
と
謳
わ
れ
た
。

津
田
仙
は
、
大
隈
と
は
年
齢
も
近
く
、
旧
幕
臣
で
も
あ
り
、
早
く
か
ら
洋
学
を
学
ん
で
い
る
こ
と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
資
質
を

も
っ
て
い
る
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
共
通
点
が
多
か
っ
た
。
大
隈
は
、
政
府
の
中
心
人
物
と
し
て
大
々

的
に
活
動
し
て
い
る
が
、
仙
は
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
基
づ
い
て
啓
蒙
活
動
を
続
け
て
お
り
、
こ
の
点
に
相
違
点
が
あ
っ
た
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
に
一
九
〇
五
年
一
〇
月
二
二
日
付
の
、
津
田
仙
が
大
隈
に
送
っ
た
書
簡
が
現
存
す
る
。
仙
が
、
息
子
の
四
郎
が
出
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向
し
て
い
た
上
海
を
訪
れ
た
際
に
、
大
隈
に
宛
て
た
手
紙
で
、
上
海
が
「
東
洋
第
一
之
貿
易
場
」
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
仙
は

そ
の
二
年
半
後
の
一
九
〇
八
年
四
月
二
四
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
大
隈
と
の
付
き
合
い
は
、
先
述
の
北
海
道
開
拓
使
の
時
期
か
ら
始

ま
っ
た
と
し
て
も
長
く
続
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
仙
の
娘
や
弟
子
た
ち
が
大
隈
の
支
援
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
仙
の
存
在
感
を
物

語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
津
田
仙
、
梅
子
父
子
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
巌
本
善
治
、
桜
井
彦
一
郎
と
大
隈
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

巌
本
は
、
津
田
仙
の
学
農
社
農
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
。
一
八
八
四
年
に
卒
業
し
た
後
も
農
学
校
に
と
ど
ま
っ
て
、『
農
業
雑
誌
』
の

編
集
に
携
わ
る
な
ど
、
仙
の
後
継
者
と
な
っ
た
。
一
八
八
五
年
か
ら
は
、
日
本
で
最
初
の
婦
人
雑
誌
『
女
学
雑
誌
』
を
創
刊
し
、
翌
年
か

ら
編
集
人
に
な
っ
て
い
る
。
一
八
八
七
年
か
ら
は
明
治
女
学
校
の
教
頭
に
な
り
、
一
八
九
二
年
か
ら
は
同
校
の
校
長
に
就
任
し
て
い
る
。

桜
井
は
、
愛
媛
県
松
山
市
生
ま
れ
で
、
上
京
し
て
神
田
の
東
京
英
学
校
で
学
ん
だ
後
、
明
治
学
院
に
入
学
し
、
一
八
九
二
年
に
同
校
を

卒
業
し
て
い
る
。
卒
業
後
は
、
松
山
女
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
た
が
、
や
が
て
上
京
す
る
。
巌
本
善
治
経
営
の
『
日
本
宗
教
』
の
編
集

を
担
当
し
、
一
八
九
七
年
よ
り
明
治
女
学
校
で
も
教
え
る
よ
う
に
な
る
。

明
治
女
学
校
は
、
大
隈
重
信
や
渋
沢
栄
一
の
財
政
的
な
援
助
を
受
け
て
創
立
さ
れ
た
学
校
で
あ
っ
た
。
同
校
は
、
木
村
熊
二
、
鐙
子
夫

妻
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
が
、
木
村
鐙
子
の
急
逝
に
伴
い
巌
本
が
経
営
す
る
よ
う
に
な
る
。
大
隈
が
同
校
と
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
背

景
に
は
島
田
三
郎
の
仲
介
が
あ
っ
た
。
島
田
は
明
治
女
学
校
で
講
師
を
し
て
お
り
、
大
隈
は
、
島
田
の
案
内
で
同
校
の
授
業
を
参
観
し
に

行
っ
て
い
る（

（2
（

。

津
田
梅
子
は
、
明
治
女
学
校
の
設
立
時
の
教
員
と
し
て
履
歴
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
創
立
当
初
か
ら
英
語
を
教
え
て
い
る
。
そ
の
後

は
華
族
女
学
校
と
の
兼
務
が
困
難
と
な
っ
て
一
旦
辞
職
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
て
い
る（

（2
（

が
、
一
八
九
四
～
九
五
年
頃
は
明
治
女
学
校
の
高

等
科
で
英
語
を
教
え
て
お
り
、
次
に
示
す
一
八
九
五
年
の
卒
業
式
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
。
ま
た
、
津
田
梅
子
は
『
女
学
雑
誌
』
に
も
頻
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繁
に
寄
稿
し
て
い
る
。

明
治
女
学
校
は
、
火
災
と
巌
本
の
妻
・
若
松
賤
子
の
死
を
受

け
、
一
九
〇
九
年
に
閉
校
し
て
い
る
が
、
二
四
年
に
わ
た
る
画

期
的
な
教
育
は
女
性
教
育
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
講
師
陣
と
し
て
、
哲
学
は
大
西
祝
、
心
理
学
は
元
良
勇
次

郎
、
英
語
は
津
田
梅
子
と
実
力
者
が
揃
っ
て
い
た
。
文
学
者
の

北
村
透
谷
、
島
崎
藤
村
や
、
植
村
正
久
、
島
田
三
郎
な
ど
も
教

壇
に
立
っ
て
い
た
。
ま
た
、
同
校
の
卒
業
生
の
社
会
貢
献
も
大

き
く
、
卒
業
生
の
中
に
羽
仁
も
と
子
や
、
後
に
津
田
と
大
隈
の

支
援
を
受
け
た
社
会
事
業
家
の
山
室
機
恵
子
が
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
津
田
梅
子
の
協
力
者
と
な
っ
た
巌
本
・
桜
井
な
ど
は
津
田
仙
の
知
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
津
田
梅
子

は
明
治
女
学
校
で
も
教
鞭
を
と
っ
て
、
自
ら
の
人
脈
を
広
げ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
明
治
女
学
校
の
創
立
を
援
助
し
、
同
校
の
成
長
を
見

守
っ
た
大
隈
の
存
在
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
た
島
田
三
郎
の
役
割
も
大
き
か
っ
た
。
島
田
三
郎
は
早
稲
田
大
学
の

第
六
代
総
長
島
田
孝
一
の
父
で
、
早
稲
田
大
学
の
議
員
も
努
め
て
お
り
、
大
隈
を
支
持
す
る
政
治
家
で
も
あ
っ
た
。
島
田
の
紹
介
で
大
隈

は
多
く
の
女
子
教
育
機
関
や
女
性
団
体
の
援
助
を
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
巌
本
や
桜
井
は
そ
の
後
も
大
隈
と
親
交
を
深
め
、
大
隈
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
大
隈
の
事
業
に
貢
献
し
て
い
る
。
そ
の
関

係
は
、
二
人
が
大
隈
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

桜
井
が
大
隈
に
宛
て
た
一
八
九
九
年
七
月
五
日
付
の
書
簡
に
は
、「
扨
々
私
義
閣
下
の
一
方
な
ら
ざ
る
御
厚
配
に
よ
り
多
年
渡
米
の
志

明治女学校高等科の1895年の卒業記念写真。
（津田梅子資料室所蔵）� �
二列目の右から二人目が津田梅子、後列は巌本
善治、前列の左から二人目が山室機恵子。
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望
を
果
た
す
こ
と
を
得
て
感
謝
至
極
の
事
に
有
之
候
」
と
記
し
て
お
り
、
渡
米
で
き
た
こ
と
に
対
す
る
大
隈
の
協
力
に
感
謝
し
て
い
る（

（2
（

。

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
は
大
隈
の
紹
介
で
報
知
新
聞
社
の
記
者
と
な
っ
て
い
る
。

巌
本
の
大
隈
に
宛
て
た
一
八
九
八
年
六
月
二
八
日
の
書
簡
で
は
、「
惟
ふ
に
女
学
界
及
基
督
教
界
の
二
方
面
に
於
て
は
、
必
ず
や
閣
下
の

新
政
に
対
し
て
全
力
貢
献
を
致
さ
ん
こ
と
を
盟
ふ
」
と
書
い
て
、
大
隈
新
政
権
に
お
い
て
尽
力
し
た
い
内
容
を
具
体
的
に
伝
え
て
い
る（

（3
（

。

桜
井
は
、
一
九
一
〇
年
～
一
九
一
二
年
の
大
隈
の
巡
遊
の
際
も
同
行
し
て
い
る（

（3
（

こ
と
か
ら
そ
の
後
も
大
隈
の
厚
い
信
頼
を
受
け
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

七
．『
開
国
五
十
年
史
』
編
纂
と
女
子
英
学
塾

次
い
で
、『
開
国
五
十
年
史
』
編
纂
の
経
緯
と
巌
本
・
桜
井
と
女
子
英
学
塾
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

巌
本
と
桜
井
は
『
開
国
五
十
年
史
』
編
纂
の
中
核
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
同
書
の
出
版
経
緯
と
も
関
係
し
て
い
る
。
英
文
新

誌
社
は
、
一
九
〇
四
年
に
日
本
の
開
国
五
十
年
を
記
念
と
し
て
日
本
の
進
歩
を
海
外
に
紹
介
す
る
た
め
、
日
本
の
有
識
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
に
つ
い
て
原
稿
執
筆
を
依
頼
し
、
そ
の
英
訳
を
ま
と
め
て
本
を
出
版
す
る
こ
と
を
計
画
す
る
が
、
そ
の
監
修
を
大
隈
に
依
頼
す

る（
（3
（

。
し
か
し
、
当
初
の
一
九
〇
四
年
五
月
の
刊
行
予
定
が
大
幅
に
遅
れ
、
構
想
し
て
い
く
中
で
「
大
隈
伯
の
事
業
」
と
な
っ
て
い
く（

（3
（

。

一
方
、
英
文
新
誌
社
は
女
子
英
学
塾
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。『
英
文
新
誌
』
の
前
身
『
英
文
新
報
』
は
一
九
〇
一
年
一
一
月
に
桜
井

を
編
集
主
任
と
し
、
新
渡
戸
稲
造
を
顧
問
に
迎
え
、
津
田
梅
子
を
は
じ
め
、
女
子
英
学
塾
の
講
師
や
津
田
の
友
人
ら
が
寄
稿
者
と
な
っ
て

始
ま
っ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
同
誌
は
、
一
九
〇
三
年
の
春
に
そ
の
事
務
所
を
女
子
英
学
塾
の
校
舎
に
移
し
て
い
る（

（3
（

。

以
上
の
よ
う
に
、『
開
国
五
十
年
史
』
は
津
田
梅
子
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
英
文
新
誌
社
が
計
画
し
て
い
た
事
業
で
あ
っ
た
が
、
予
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定
通
り
刊
行
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
隈
が
編
集
責
任
者
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
巌
本
・
桜
井
は
、
英
語
版
『
開
国
五
十

年
史
』
の
刊
行
に
も
尽
力
し
て
い
る（

（3
（

。『
英
文
新
誌
』
は
一
九
〇
八
年
三
月
に
廃
刊
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
桜
井
が
大
隈
の
依
頼
に

よ
り
『
開
国
五
十
年
史
』
の
英
語
版
を
出
版
す
る
た
め
、
渡
英
し
た
こ
と
が
直
接
の
原
因
で
あ
っ
た（

（3
（

。

『
開
国
五
十
年
史
』
の
編
纂
過
程
と
関
連
し
て
い
え
ば
、
同
書
は
、
一
九
〇
六
年
五
月
に
『
早
稲
田
文
学
』
上
に
載
せ
ら
れ
た
目
次
と

刊
行
さ
れ
た
時
の
目
次
が
異
な
っ
て
い
る（

（3
（

。
一
九
〇
六
年
の
構
想
で
は
、
下
田
歌
子
「
上
流
社
会
の
女
子
教
育
」、
巌
本
善
治
「
婦
人
の

社
会
事
業
」、
新
渡
戸
ま
り
子
「
家
庭
」、
津
田
梅
子
「
女
子
教
育
」、
津
田
仙
「
農
業
及
農
業
教
育
」
な
ど
、
女
性
に
関
す
る
記
事
が
多

く
、
津
田
仙
が
執
筆
予
定
の
農
業
に
つ
い
て
の
項
目
も
あ
る
。
刊
行
さ
れ
た
際
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
は
削
除
さ
れ
、「
女
子
教
育
」
は
執

筆
者
が
津
田
梅
子
か
ら
成
瀬
仁
蔵
に
変
わ
っ
て
い
る
。
何
ら
か
の
関
係
で
大
幅
な
修
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
当
初
の
予
定
で

は
女
性
に
関
す
る
記
事
が
多
く
、
津
田
梅
子
も
含
め
女
性
の
執
筆
者
が
複
数
人
い
た
こ
と
は
、
女
性
教
育
と
深
く
関
係
し
て
い
た
巌
本
・

桜
井
や
女
性
教
育
に
関
心
が
高
か
っ
た
大
隈
の
考
案
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
修
正
が
行
わ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。

津
田
梅
子
に
関
し
て
は
、
一
九
〇
六
年
一
〇
月
か
ら
女
子
英
学
塾
を
病
気
欠
席
し
が
ち
に
な
り
、
翌
年
一
月
か
ら
一
年
間
病
気
療
養
の
た

め
渡
米
し
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
開
国
五
十
年
史
』
上
巻
は
、
一
九
〇
七
年
一
二
月
に
、
下
巻
は
一
九
〇
八
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
下
記
の
よ

う
に
大
隈
は
同
書
上
巻
を
津
田
梅
子
に
送
付
し
て
い
る
。
津
田
は
、
大
隈
に
宛
て
た
一
九
〇
八
年
三
月
七
日
付
の
書
簡
で
は
、『
開
国
五
十

年
史
』
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
る（

（3
（

。

然
者
御
撰
著
之
開
国
五
十
年
史
上
巻
御
刊
行
被
遊
候
趣
を
以
て
御
送
本
を
辱
ふ
し
厚
く
御
礼
申
上
候
。
次
に
私
事
帰
朝
後
早
速
に
拝
趨
可
致
筈
に
候

処
微
恙
之
為
延
引
申
上
居
候
段
御
海
容
被
下
度
奉
願
候
。
執
れ
其
内
参
邸
御
挨
拶
可
仕
事
に
御
坐
候
。
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以
上
の
よ
う
に
、
大
隈
は
津
田
梅
子
に
『
開
国
五
十
年
史
』
を
寄
贈
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
よ
う
な
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

八
．
そ
の
他
の
共
通
の
知
人

上
述
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
様
々
な
教
育
事
業
や
出
版
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
な
り
の
成
果
が
あ
が
っ

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
次
に
、
大
隈
と
津
田
を
結
び
つ
け
る
よ
り
広
い
人
脈
に
焦
点
を
当
て
る
。

津
田
と
大
隈
の
共
通
の
知
人
と
し
て
、
新
島
襄
と
新
渡
戸
稲
造
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
大
隈
は
新
島
が
同
志
社
を
創
設
し
た
際
に
、
募
金
活
動
を
手
助
け
し
、
物
心
両
面
に
お
い
て
援
助
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
志
社
出
身
の
大
西
祝
、
浮
田
和
民
、
安
部
磯
雄
ら
は
早
稲
田
大
学
の
中
核
教
授
と
し
て
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。
一
方
、
新
島
は

津
田
家
と
も
交
流
が
あ
る
。
津
田
仙
は
、
新
島
と
又
新
堂
で
出
会
い
、
以
後
親
交
を
深
め
て
い
く
。
津
田
梅
子
が
、
一
八
七
二
年
に
ワ
シ

ン
ト
ン
に
着
い
た
と
き
は
、
新
島
は
国
外
脱
出
の
罪
が
取
り
消
さ
れ
、
正
式
な
留
学
生
の
身
分
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
初
め
て
津
田
仙
の
次

女
で
あ
る
梅
子
に
会
い
、
そ
の
後
も
公
使
館
を
訪
れ
、
梅
子
と
会
っ
て
い
る
。
女
子
英
学
塾
創
設
の
際
に
、
特
に
財
政
面
か
ら
支
え
た
上

野
栄
三
郎
は
同
志
社
の
初
期
の
入
学
者
で
あ
り
、
新
島
襄
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
て
い
る
。

新
渡
戸
稲
造
は
、
女
子
英
学
塾
を
創
立
当
初
か
ら
支
え
、
後
に
理
事
を
務
め
、
自
ら
「
塾
の
伯
父
」
を
名
乗
っ
て
い
た
。
早
稲
田
大
学

で
は
大
正
期
に
科
外
講
演
を
担
当
し
、
同
校
の
科
外
講
演
の
価
値
を
高
め
る
存
在
に
な
っ
て
い
る（

（3
（

。
既
述
の
よ
う
に
、『
英
文
新
詩
』
の

顧
問
も
務
め
て
い
る
。

ま
た
、
津
田
梅
子
は
複
数
の
知
人
を
通
し
て
政
財
界
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
こ
と
も
、
大
隈
と
接
す
る
機
会
を
も
た
ら
し
て
い
た
可
能
性
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が
あ
る
。

ま
ず
伊
藤
博
文
で
あ
る
が
、
伊
藤
は
、
津
田
を
自
宅
に
家
庭
教
師
と
し
て
招
い
た
り
、
華
族
女
学
校
へ
の
就
職
を
図
っ
た
り
、
津
田
を

早
い
段
階
か
ら
支
援
し
た
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
美
子
皇
后
も
、
女
性
教
育
に
関
心
が
高
く
、
華
族
女
学
校
の
津
田
の
授
業
を
参
観
す
る

な
ど
、
津
田
と
頻
繁
に
接
し
て
い
た
。

津
田
梅
子
の
留
学
生
仲
間
の
山
川
捨
松
と
永
井
繁
子
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
、
そ
れ
ぞ
れ
捨
松
は
大
山
巌
と
、
繁
子
は
瓜
生
外
吉

と
結
婚
し
て
お
り
、
津
田
は
大
山
家
と
瓜
生
家
と
交
際
し
て
い
る
。
山
川
浩
と
山
川
健
次
郎
は
捨
松
の
兄
で
あ
り
、
津
田
は
捨
松
を
通
し

て
山
川
家
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
益
田
孝
は
繁
子
の
兄
で
、
益
田
の
紹
介
で
津
田
は
鹿
鳴
館
の
晩
餐
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
明
治
の
有
力
な
人
々
と
大
隈
は
当
然
な
が
ら
交
流
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
大
隈
と
津
田
は
多
く
の
共
通
の
知
人
を

介
し
て
互
い
に
接
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
論
文
で
は
大
隈
重
信
と
津
田
梅
子
の
接
点
に
焦
点
を
当
て
て
、
様
々
な
出
来
事
を
考
察
し
た
。
前
半
で
は
、
津
田
梅
子
の
経

験
を
通
し
て
政
治
家
と
し
て
の
大
隈
の
女
性
教
育
へ
の
貢
献
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
大
隈
の
支
援
が
津
田
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

意
義
が
あ
っ
た
か
考
察
し
た
。
後
半
で
は
、
津
田
梅
子
の
周
辺
の
人
々
と
大
隈
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
大
隈
と
津
田
の
接
点
の
新
た

な
一
角
を
解
明
し
た
。

大
隈
は
参
議
時
代
か
ら
女
性
教
育
に
理
解
が
あ
り
、
女
性
の
海
外
留
学
を
後
押
し
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
女
性
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
代
表
を

歓
迎
し
、
同
連
合
会
の
大
会
に
津
田
梅
子
ら
日
本
の
女
性
教
育
者
を
派
遣
し
た
。
さ
ら
に
、
津
田
梅
子
ら
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
に
理
解
を
示
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し
、
経
済
的
に
も
援
助
し
た
。
一
八
九
八
年
六
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
の
津
田
の
米
欧
視
察
は
、
津
田
に
と
っ
て
私
塾
創
設
を
決
断
す
る

契
機
と
な
っ
た
。
津
田
が
私
塾
を
創
設
し
た
後
も
、
大
隈
は
津
田
を
応
援
し
続
け
、
女
子
英
学
塾
を
訪
れ
た
り
、
同
校
の
生
徒
を
励
ま
し

た
り
し
た
。
ま
た
、
津
田
と
書
簡
を
交
わ
し
た
り
、
自
邸
に
招
い
た
り
し
て
個
人
間
の
交
流
を
も
図
っ
た
。

大
隈
重
信
と
津
田
梅
子
の
関
係
は
決
し
て
密
接
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
協
力
関
係
に
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
大
隈
は
周
り
の
人
々
を
常
に
支
援
す
る
存
在
で
あ
り
、
津
田
梅
子
の
こ
と
も
陰
に
陽
に
支
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
隈
と

津
田
を
結
び
つ
け
る
人
々
に
よ
っ
て
二
人
の
関
係
は
よ
り
親
密
に
な
っ
て
い
た
。

本
論
文
を
通
し
て
大
隈
と
津
田
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
、
多
く
の
人
々
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
様
々
な
事
業
を
確
認

し
た
。
そ
の
中
に
女
子
高
等
教
育
を
開
拓
し
た
津
田
梅
子
と
、
津
田
を
支
え
た
人
々
の
中
に
大
隈
の
存
在
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
津
田
の
協

力
者
に
な
っ
た
巌
本
や
桜
井
な
ど
は
津
田
仙
の
知
人
で
も
あ
り
、
大
隈
の
支
援
も
受
け
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
社
会
学
で
は
社
会
関
係
資
本
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
は
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
資
本
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
大

隈
の
支
援
を
軸
と
し
て
周
辺
の
人
々
が
協
力
し
合
っ
て
物
事
を
進
め
て
い
く
関
係
性
は
社
会
関
係
資
本
と
し
て
の
価
値
が
高
く
、
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
る
現
在
の
社
会
に
お
い
て
も
、
人
間
関

係
構
築
の
上
で
何
ら
か
の
視
点
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
隈
重
信
と
津
田
仙
を
中
心
と
し
た
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
津
田
梅
子
は
自
ら
の
学
校
を
創
設
す
る
た
め
の
土
台
を
築
き
、

創
設
後
も
支
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
大
隈
の
支
援
に
よ
り
、
教
育
者
と
し
て
の
津
田
梅
子
の
社
会
的
地
位
が
向
上
し
、
私
塾
創
設
と
い
う
事

業
が
、
順
調
に
進
展
し
た
側
面
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
ま
と
く
ろ
ゔ
ぁ　

に
る
ふ
ぁ
る
（
早
稲
田
大
学
歴
史
館
嘱
託
職
員
）
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註（
１
）	

吉
川
利
一
『
津
田
梅
子
伝
』
津
田
塾
同
窓
会
、
一
九
五
六
年
、
山

崎
孝
子
『
津
田
梅
子
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
、
亀
田
帛
子

『
津
田
梅
子
』
双
文
社
出
版
、
二
〇
〇
五
年
な
ど
。

（
２
）	

真
辺
将
之
『
大
隈
重
信
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
七
年
、
七
二

頁
。

（
３
）	

『
奎
普
龍
将
軍
』
山
口
惣
吉
、
一
九
三
七
年
、
三
八
頁
。

（
４
）	

「
黒
田
清
隆
書
簡　

大
隈
重
信
宛　

明
治
四
年
十
月
十
四
日
」（
早

稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）。

（
５
）	General Federation of W

om
en‘s Clubs

（
６
）	

石
井
筆
子
『
過
ぎ
に
し
日
の
旅
行
日
記　

─
明
治
三
十
一
年
米
国

に
使
せ
し
折
り
の
顛
末
―
』
澤
田
廣
憲
発
行
、
一
九
三
九
年
、
四
頁
。

（
７
）	

前
掲
書
『
津
田
梅
子
伝
』
二
一
五
頁
。

（
８
）	

「
米
国
婦
人
倶
楽
部
連
合
会
大
会
開
設
二
付
津
田
梅
子
外
一
名
参

列
之
件
（
附
英
国
ノ
応
招
之
件
）」（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）。

（
９
）	

外
務
大
臣
大
隈
重
信
に
よ
る
在
米
中
川
臨
時
代
理
公
使
宛
の
電
信
。

	
N

akagaw
a　

W
ashington

	
67. In reference to your telegram

 88, no lim
it is placed to 

the term
 of leave of the tw

o ladies, and they are to visit 
England solely on their ow

n account. Consequently Im
pl. 

Govt. w
ill not defray their expenses, but I w

ill m
yself 

rem
it 2.000 yen tow

ards their travelling expenses, and 
also probably H

er M
. the Em

press w
ill contribute 1.000 

yen tow
ards the sam

e out of H
er M

ajestyʼs private funds. 

A
bove sum

s of m
oney w

ill be sent to London to the care 
of 

在
英
公
使.�

	�


O
kum

a
	

O
ct. 7

‘98

（
10
）	

渡
辺
筆
子
の
こ
と
。

（
11
）	

大
隈
重
信
外
務
大
臣
に
よ
る
在
英
公
使
加
藤
高
明
宛
の
英
文
電
信
。

	
H

ayashi　

 Petersburg
	

在
英
公
使　

119. In reference to m
y telegram

 110, tw
o thousand 

yen contributed by m
e personally tow

ards travelling 
expenses of 

小
鹿
島 and 

津
田 w

ill be sent by telegraph to 
you. Y

ou w
ill hand the am

ount to the tw
o ladies on their 

arrival in London.
�

O
kum

a
	

O
ct. 27’98

（
12
）	

前
掲
書
『
津
田
梅
子
伝
』
二
二
二
頁
。

（
13
）	

同
前
書
『
津
田
梅
子
伝
』
二
二
二
頁
。

（
14
）	

女
子
英
学
塾
同
窓
会
『
会
報
』
第
一
号
、
一
九
〇
五
年
六
月
、

一
〇
頁
。

（
15
）	T

he A
ttic Letters, edited by Y

oshiko Furuki, W
eatherhill, 

1991, pp390

～391

。

（
16
）	
女
子
英
学
塾
同
窓
会
『
会
報
』
第
七
号
、
一
九
一
一
年
六
月
、

一
〇
頁
。

（
17
）	

『
婦
女
新
聞
』
第
五
六
八
号
、
一
九
一
一
年
四
月
七
日
、
二
頁
。

（
18
）	

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
グ
（M

argaret Prang

）
／
鳥
海
百
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合
子
訳
『
東
京
の
白
い
天
使 

近
代
日
本
の
社
会
改
革
に
尽
く
し
た
女

性
宣
教
師
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
』
教
文
館
、
一
九
九
八

年
、
六
八
頁
。

（
19
）	
『
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
一
月
二
五
日 

東
京 

朝
刊 
二
頁 
七
段 

記
事
「
会
」。

（
20
）	

『
明
治
の
女
子
』
第
二
巻
第
九
号
、
七
～
八
頁
。

（
21
）	

「
米
国
旗
捧
呈
式　

米
国
婦
人
倶
楽
部
連
合
会
よ
り
大
隈
伯
爵
夫

人
へ
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
二
年
一
一
月
三
日
朝
刊
。

（
22
）	

来
賓
の
名
前
は
、
正
し
く
は
「
ブ
ラ
ッ
ト
ナ
ー
夫
人
」
で
あ
っ
た
。

W
om

en Present A
m

erican F
lag to C

ountess O
kum

a, 
T

he San Francisco Call, N
ovem

ber 3, 1912 

に
お
い
てM

rs. 
Blattner

と
表
記
さ
れ
て
お
り
、「
ブ
ラ
ッ
ト
ナ
ー
」
が
正
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。

（
23
）	

「
津
田
梅
子
書
簡　

大
隈
重
信
・
綾
子
宛　

大
正
元
年
十
二
月
二

日
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）。

（
24
）	

女
子
英
学
塾
同
窓
会
『
会
報
』
第
三
号
、
一
九
〇
七
年
七
月
、

二
頁
。

（
25
）	

並
松
信
久
「
明
治
期
に
お
け
る
津
田
仙
の
啓
蒙
活
動
」『
京
都
産

業
大
学
論
集
』
第
三
〇
号
、
九
三
頁
。

（
26
）	

同
前
論
文
「
明
治
期
に
お
け
る
津
田
仙
の
啓
蒙
活
動
」
九
七
頁
。

（
27
）	

神
崎
清
『
女
学
校
も
の
が
た
り
』
山
崎
書
店
、
一
九
三
九
年
、

二
五
三
頁
。

（
28
）	

前
掲
書
、
亀
田
帛
子
『
津
田
梅
子
』
一
〇
〇
～
一
〇
四
頁
。

（
29
）	

「
桜
井
彦
一
郎
書
簡　

大
隈
重
信
宛　

明
治
三
十
二
年
七
月
五
日
」

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）。

（
30
）	

「
巌
本
善
治
書
簡　

大
隈
重
信
宛　

明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
八

日
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）。

（
31
）	

『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
二
巻
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九

八
一
年
、
二
八
九
～
二
九
二
頁
。

（
32
）	

「
開
國
五
十
年
（
英
文
新
誌
の
一
大
事
業
）」『T

he Student

』
第

三
八
号
、
英
文
新
誌
社
、
一
九
〇
四
年
一
月
一
五
日
、
二
七
頁
。

（
33
）	

『T
he Student

』
第
四
二
号
、
英
文
新
誌
社
、
一
九
〇
四
年
三
月

一
五
日
、
五
六
頁
。

（
34
）	

『
津
田
英
学
塾
四
十
年
史
』
津
田
英
学
塾
、
一
九
四
一
年
、
六
八
頁
。

（
35
）	

泉
正
人
「
英
版
『
開
国
五
十
年
史
』
出
版
の
経
緯
」『
早
稲
田
大

学
史
記
要
』
第
二
一
巻
、
一
四
一
～
一
七
六
に
詳
し
い
。

（
36
）	

『
津
田
塾
六
十
年
史
』
津
田
塾
大
学
、
一
九
六
〇
年
、
八
五
頁
。

（
37
）	

『
早
稲
田
文
学
』
明
治
三
九
年
五
月
の
巻
、
一
八
～
一
九
頁
。

（
38
）	

「
津
田
梅
子
書
簡　

大
隈
重
信
宛　

明
治
四
十
一
年
三
月
七
日
」

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）。

（
39
）	

『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
三
巻
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九

八
七
年
、
四
九
二
頁
。




